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で報告する。 吃りの生理学的指標として P.G. R.を選んで， そ
症例:45才の男，鉄工業，家族歴既往症に特記す の適用の臨床的意義を明らかにすること及び，吃音
べきものなし。昭和20年 12月肺結核発病入院。 23 者への Astyn (Ethylcrotonylurea， Tranquili-
年 10月左胸成術施行， 24年 7月退院， 以後家事に zerの一種)の効果を検べ，吃りの本質を解明する
従事していたが 31年2月曜血あり再入院，ストマ 目的で実験的研究を行い，次の ζとがわかった。
イ，パス，併用 4カ月後ヒドラツットの単独療法を 1. P. G. R.は吃音者の不安緊張を反映して，か
続行中， 34年 1月 15日胸腹部民事麻疹様発疹が出 なり規則的に変化すること。従って吃りの程度・治
現，次第に全身K拡大し終に出血斑となり，高熱， 療効果の判定をより正確にする一つの指標となりう
悪感，戦傑，顔面浮腫，全身掻犀感等を呈し，第 15 るζと。
病日に著明な血色素尿を認めた。皮膚乾燥，眼球結 2. Astynは吃音者に効者的であって， また偽
膜は高度に黄痘性，舌lζ白苔を衣し胸部，肺野著変 剤も暗示を伴う場合，特R心理的な障害を強く結び
なく，心尖音精々不純，腹部肝，牌を触れず，右季 つけた成人の二級吃 secondarystutterers rc顕著
肋部Iζ軽度の圧痛がある。 な効果をもっ乙とを， P.G.R.をとおして明らかに
検査成績:白血球 7.500，赤血球 140万，血色素量 した。これは吃りの本態の究明にも，また治療上Iζ
25% (ザーリー)，栓球 504，000，網状赤血球 14%&， も重要な手がかりとなるものである。 
ヘマトクリット 27%，赤血球抵抗試験，最少 0.54%，
最大 0.449る，プライスーツヨンス曲線左方移動，血 43. 心不全を主徴とせる甲状腺機能低下症の 1例'
清ビリルピン 30x，直接反応(一)，間接反応(十)， 加藤明，吉野満，。佐藤宏
血清蛋白分劃，総蛋白 6.4gjdl， アルゴミン 55%， (国立療養所習志野病院) 
α グロブリン 8.74%，sグロブリン 12.0%，rグロ 労働時の心惇充進，息切れ，下肢及び顔面の浮腫
ブリン 24.2%，AjG 1.22， ソーンテスト減少率 を訴え，心不全の疑応て入院し甲状腺製剤により治 
21.8%， 血清梅毒反応(ー)，血中細菌培養(-)， 癒せる 1例の経験を報告する。
血清グロス反応(ー)， チモーJレ混濁反応4単位， 患者は 32才の経産婦で， 心拡大， 肺肝の欝血あ
高田反応(一)，寒冷凝集反応 64X， ドナートーラ り，軽度蛋白尿を認める。甲状腺腫なく浮腫並びに
ンドスタイナー溶血現象(ー)， クームス・テスト 皮膚性状は粘液水腫様で、はなく，肝腎機能略々正常
直接(ー )， 間接(ー )， RH-Hr抗体(-)， 出血 なるも，比較的除脈，心電図上T平低，血中総コレ
時間 2.5分，凝固時間， 開始3分， 完結 11分， 尿 ステロー ノレ 390mgjdl，基礎代謝率一19%I乙て，乾
(血色素尿)酸性，比重 1018，蛋白(出)，糖(一)， 燥甲状腺末 0.05~0.15 gj日 7日投与により全ての症
ウロピリノーゲン(廿)，ワロピリン(ー)，ビリ Jレ 状改善され基礎代謝率は十22%となった。乙の際
ビン(ー)，白血球(十)， 腎上皮(+)， 赤血球多 基礎代謝率，糖忍容力は速かに改善されたが血中総
数，尿中ピリ Jレピン(ー 〉。 コレステローノレ濃度，血清蛋白分劃， クレアチン体
経過:最初強力ミノファーゲン C， ビオスニン， 代謝の変化はかなり遅れた。尚本例にはヂギタリス
グロンサン，抗ヒスタミン剤等の注射を行ったが全 製剤は無効であった。
く無効，第6病日よりプレドニン 4錠を投与したと 可
とろ，全身状態は急激K好転したので，投与量を減 44. 糖原病に就いての 2，3の経験ー
じつ〉第 14病日忙して中止した。 。三宅一郎，中沢芳蔵(成田赤十字病院)
第 17病日再度発熱あり，再びプレドニンを投与 近時経口的糖尿病治療薬 D860ラスチノンの使
第 33病日まで続行，各種験査成績の好転を見7この 用が行われているが吾々も少数ながら該薬剤の使用
で中止した。その後皮膚に色素沈着を長期間認めた を経験したのでその成績の大要を報告する。
が， 5カ月後血液所見極めて好転し，肺部所見もー 質問多紀英樹(公神〉
応固定したので 9月 7日退院した。 D.860を経口投与した場合どのくらいの期間継続
して用いられますか。叉その際の副作用について御
42. 吃音者の精神電流現象の研究
教示下さい。
今関好晴(国立下総療養所)
応答三宅一郎
吃りの Psychosomaticな研究の一環とし，また 我々は経験浅く長期使用したのは 4カ月で， D. 
第 5号 第36四千葉医学会総会，第 5回千葉県医師会学術大会 -2407-
860では副作用は殆んどないと思われます。(文献に
よっても) 、
45. 当院に於ける抗結核剤に対する菌耐性患者の
実態
久貝貞治ノ佐藤 実 
曾祖訓(松箱荘)
結核の化学療法が普及されて以来耐性出現防止の
手段もいろいろと，とられて来たが，主要な抗結核
剤である SM. PAS.及び INHR.耐性を有する患
者はこの数年間で非常に増加している。われわれ
は，乙れらの耐性菌出現患者を如何に治療したら良
いかという明確な方式を持合わせていない。しかし
この数年間有耐性患者に対して諸種の治療を加え，
患者の好転をはかつて来た。今回われわれは， ζれ
ら耐性患者の比較的長期間の観察を為し得た。乙の
結果，耐性を有する例の化学療法の結果が不良であ
ることは勿論であるが，如何なる方法を持ってすれ 
ば，有耐性患者を好転せしめ得るかを，われわれの
症例の治療方法と臨床効果並びに，予後の実態から
引き出してみたいと思う。
46. 化学療法の観点よりみた療養所入所患者の
2，3の問題点
岡田藤助， o佐藤修
(国立千葉療養所)
昭和 32年の 1カ年間に当所に入所した肺結核患
者192名を対象として化学療法の観点より 2，3の問
題について述べてみたい。
周知の如く化学療法の効果には其の履歴が重大な
関係をもっている。しかるにこれら患者の 56%は
入所前既に 7カ月以上の化学療法の履歴を持ってい
た。叉 55%の思者は培養を含めて菌陽性であって，
入所時薬剤耐性を示していたものは 18%で， これ
等のその後の経過をみるに外科療法を併せ行ったも
のでは軽快率 54%を示したものに反し化学療法の
みを続行したもの、それは極めて低率であっピ。以
上の諸結果に考察を加えるほか更に若干の項目につ
いて述べる。 
47. 盲腸胃重複癌の 1治験例
たと思われる重複癌の 1手術治験例を経験した。患
者は 64才の老婆。昭和33年3月腹部腫癌と貧血を
主訴として来院したが， X線検査の結果盲腸部氏発 
生した腫癌芯るを知ったので廻盲部切除術を施行。
組織検査の結果盲腸から発生した髄様癌なるを確め
7こ。それから 1年後の本年6月再び腸部腫癌を以て
来院X線検査の結果胃より発生した腫癌なるを知つ
たので，再び開腹胃切除術を施行した。そして組織
検査の結果胃体部小管より発生した中管状性腺癌な
る事を確めた。胃結腸重複癌の手術例は本邦には今
迄 9例の報告例が見られるのみである。比較的稀有
のものと思われるので盲腸，胃重複癌の 1手術治験
例を報告する。
48. 胆のう癌の 3症例

渡辺誠之，小田博之(旭中央病院〉 

胆のう癌は胆管系疾患手術例の約 1--2% R.見出
され，更に 65才以上の症状を有する胆管系疾患の
略 10%は胆のう癌であり，術前診断は非常に困難
であるといわれている。
われわれも 3例の原発性胆のう癌の症例を経験し 
Tこ。男 1，女 2例で， 年令は 40台， 50台， 60才台 
各 1例で，いづれも診断に困難を来たい開腹，剖 
検により確認し得た。 
3症例の臨床経過，手術所見，剖検所見に観察を'
行い，文献的考察を加えた。 
49. 胃カメラの経験(その 1)

大御恒久，太田重二郎，。川辺兼美 

松本龍“二(千葉市井上病院)

近年胃疾患の増加はともない，胃カメラの需要が
たかまりつ与ある。わたくしたちも，本年5月より
胃カメラ撮影を開始し，各種胃炎，胃潰湯，および
胃ガンの症例について，興味ある知見をえた。ょっ
てこ〉に数例を報告する。
49. 癌と胃カメラ〈その 2)

小沢仁一(野田市野田病院) 

自覚症及び胃部透視の結果，癌の疑いある患者l乙
胃カメラを行い，次の様な結果を得?こ。
症例 1 鈎虫症及び結発性貧血として治療中，胃
深町信一(柏
市 
部透視を行い癌を疑い，胃カメラの結果胃癌であり
胃，大腸重複癌の手術例は本邦lζ於ては尚その報 手術所見でも胃癌であった。
告は少ない。私は最近盲腸と胃lζ異時性lと発生し 症例2 テール便の他自覚症なく胃部透視では胃
